
令和元年 5 月 4 日 

 
○新元号（令和）対応について 
マイクロソフトより自動アップデートの配信が始まりました。 
適応後は、本ソフトウエアーの改良なしで、そのまま令和 1 年となります。 
令和元年と表⽰させたい場合は、システムのレジストリ変更が必要となります。 
 
Windows10 を例にとって解説します。 
 

 
 画⾯左下の○ここに⼊⼒して検索欄に 
 
Rededit と⼊⼒しレジストリエディタを起動します。 
 
 
 
 
 
 
 

[HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥Nls¥Calendars¥Japane
se]  で InitialEraYear レジストリ キーを “元年” に設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ちなみに office 製品は、元年とは
なりません。 
Excel の場合は、ユーザ書式を新た
に追加します。 
[<=43585]ggge"年"m"月"d"日";[>=43831]ggge"年"m"月"d"日";ggg"元年"m"月"d"日" 
 



○地籍に法 14 条調査を追加しました。 
 ⼊⼒データは、右側の項目で⼊⼒します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 不具合・要望等がございましたら、メールで問い合わせ下さい。 
 
○最新版の更新機能 
 この機能は、2.12 以降から有効となります。 
 
 
SYSTEM ボタンを押します。 
 
雲のマークをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バージョン確認ボタンを押す 
 
 
 
 
 
 
 
 
最新版が無い場合 
 
 
OK ボタンを押して戻ります。 
 
 
 



 
最新版がある場合 
 
 
 はいボタンを押す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 OK ボタンを押す 
 
 
 
 
 
 
バージョンアップ直後の起動例（ウイルスバスタクラウドの場合） 
 
 
 
 

ファイルを開く 選択 
 
※⼀度開いてしまえば、２回目以降は 
 問われません。 
 
 
 
 
 
 
 
※Windows 標準の Defendar では問われることはありません。 
 


